
横浜瀬谷高校第４回入学式 式辞 

花曇りの柔らかな空のもと、校内の桜も皆さんを歓迎してく

るかのように花びらが舞い落ちるなか、素晴らしい入学式とな

りました。 

ただいま、入学を許可しました 318 名の新入生の皆さんを迎

え、来賓として、ＰＴＡ副会長の橋本さま、神奈川県議会議員

田村さまのご臨席を賜り、神奈川県立横浜瀬谷高等学校第４回

入学式を盛大に迎えることができますことに、心からお礼申し

上げます。 

 また、保護者の皆様におかれましては、立派に成長したわが

子の晴れ姿をご覧になって、さぞ頼もしく感じておられること

でありましょう。心からお慶び申し上げます。 

 新入生の皆さん、入学本当におめでとう。皆さんは、横浜瀬

谷高校の６期生です。瀬谷高校と瀬谷西高校が再編・統合され、

横浜瀬谷高校としてスタートしてはや 4 年目となりました。 

今、世界は歴史的な転換点にあると思います。何度も繰り返

される戦争や紛争。プラネタリーバウンダリーといわれる地球

環境の限界。生成 AI の飛躍的な進展により、ホワイトカラー

に代表される事務的な仕事が、AI によって代替される予測が

あります。日本では、2040 年には、少子高齢化、生産年齢人

口の減少、地方の過疎化について、一層の深刻化が見込まれて



います。また、産業界のニーズに応じた理系人材の不足が生じ

る可能性が指摘されています。 

これまでは、覚えた知識がどれだけ多いか、それを速く正確

に答えられるかといったことが教育現場や社会で評価される

基準と考えられてきました。もちろん現在でも大学入試におい

て、重要な要素ですので、しっかりと基礎力として身につけて

もらいたいと考えています。しかし、ＡＩが様々な情報を処理

する時代においては、「正解を暗記する力」以上に多様な個性

や能力を生かして、「自ら問いを立てる力」や他者と協力して、

ゼロからイチをつくる「新たな価値を創造する力」を身につけ

ているかが、評価される時代になると言われています。これま

での学力観が見直され、普通科高校や大学の変革が求められて

います。 

そこで、本校では、スクール・ポリシーとして、「持続可能

な社会の創り手として、これからの社会で活躍できる資質・能

力の育成」を目標としています。そして卒業までに身につけた

い力（グラデュエーション・ポリシー）として、問題解決能力

や、ゼロからイチをつくる「新たな価値を創造する力」、失敗

から学ぶ「レジリエンス」という七転び八起きで挑戦する力な

どをつけ、大人になっても駆動し続けるエンジンを身につけて

ほしいと考えています。そのため、本校では 3 つのフィールド



（カリキュラム・ポリシー）を用意しています。まずは各教科・

科目ですが、一人 1 台 PC を使って、ロイロノートや classi を

はじめ ICT 機器を活用した個別最適な学びやアクティブラー

ニングを取り入れた協働的な学びを行い、皆さんの学力を伸ば

したいと思います。また、二つ目は、「未来共創」という三年

間の体系的な「総合的な探究の時間」を教育課程の中核に位置

づけています。「知る」「考える」「動く」「広める」という探究

学習の流れの中で、文字通り学校を飛び出して、持続可能な社

会の実現のために、企業や地域の方々と協働で、社会課題の解

決に汗を流す「動く」体験は本校ならではのものであり、ＡＩ

にはできない大人になっても駆動できるエンジンとなるでし

ょう。三つ目は「特別活動等」です。学校行事として陸上競技

大会、球技大会、文化祭、合唱祭が大変盛り上がります。また、

多くの部活動や委員会、ボランティア活動も充実しています。

これらを通じ、協調性や人を思いやる気持ち、責任ある行動を

する力などペーパーテストで測れない人間力をつけてほしい

と思います。 

本校は、GREEN×EXPO の会場に最も近い高校になります。

そこで、地元の高校生として機運醸成を図るために、小学生や

企業、地域の方々と海軍道路 1,5 ㎞に花を植える「フラワーロ

ードプロジェクト」を年 2 回実施してきました。次回が記念す



べき第 10 回目で来月 5 月 9 日を予定しています。ＮＨＫはじ

め取材も入る予定です。ぜひ参加してください。 

GREEN×EXPOは、来年の 3月から 6か月間開催されます。

本校は、日本政府苑のガーデンづくりとして、農水省主催で全

国から 5 校が選出された花咲きガーデンに、会期中出展いたし

ます。これから 1 年間の研究成果の発表としての展示となるよ

うです。またほかにも横浜瀬谷高校として出展が複数予定され

ておりますので、皆さんも一緒に参加してください。 

最後になりますが、保護者の皆様、本校の PTA も持続可能

なＰＴＡとして改革を進め、愛称をサポーターズとし、高Ｐ連

からは脱退して、生徒に向き合った活動に集中しております。   

私は未来に向けて進化を続ける高校を目指したいと考えて

います。私たちと一緒に新しい歴史を作りましょう。皆さんに

は無限の可能性があります。本校での学びを真剣に取り組み、

夢の実現に向かい、新しい自分を創造していくことができるよ

う、皆さんの努力と活躍に期待して式辞といたします。 

 

  


